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	製品名: 活性+プロカスパーゼ3（3L14）ウサギモノクローナル抗体
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	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、システイン-アスパラギン酸プロテアーゼ（カスパーゼ）ファミリーに属するタンパク質をコードしています。カスパーゼの連続的な活性化は、細胞アポトーシスの実行段階において中心的な役割を果たします。カスパーゼは不活性なプロ酵素として存在し、保存されたアスパラギン酸残基においてタンパク質分解を受け、大小2つのサブユニットを生成します。これらのサブユニットは二量体を形成して活性酵素を形成します。アポトーシス実行を担うカスパーゼの活性化カスケードに関与しています（PubMed:7596430）。アポトーシスの開始時には、カスパーゼはポリ(ADP-リボース)ポリメラーゼ（PARP）の「216- Asp-|- Gly-217」結合をタンパク質分解的に切断します（PubMed:7774019）。ステロール調節エレメント結合タンパク質（SREBP）を、基本ヘリックス-ループ-ヘリックスロイシンジッパードメインと膜接着ドメインの間で切断し、活性化します。カスパーゼ6、7、9を切断し、活性化します（PubMed:7596430）。ハンチンチンの切断に関与します（PubMed:8696339）。RET切断を介して交感神経ニューロンにおける細胞接着を誘導します（PubMed:21357690）。酸化ストレスに応答してセリン/スレオニンタンパク質キナーゼAKT1を切断し、阻害します（PubMed:23152800）。 XRCC4 およびリン脂質スクランブラーゼタンパク質 XKR4、XKR8、XKR9 を切断し、アポトーシス細胞表面でのホスファチジルセリンの露出を促進します (PubMed:23845944、PubMed:33725486)。
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	(1) Jurkat細胞溶解物、(2) COLO細胞溶解物におけるカルレティキュリン発現のウエスタンブロット解析。

